
受
託
年
月
一完
成
年
月

16
.
5
1
6
.
7

宜

16
.
1
1
1
7
.
1

肖

⑥

依

嘱

製

作

習

其
他

件

像

＿

一

依

者
日
本
学
術
協
会

西

成

甫

牌

10
個

多
賀
高
等
工
業

学
校

画

1
面

名

数

嘱

田
辺

至

佐

藤

省
吾

製
作
担
当
者
等

作
（
日
本
盟
）

手
エ
及
甜
究
作
品
等

須
藤

i

艮
徳

室

内

同

臨
~

豊

翌祠習
し

作作

同 同

風

ひ
（
日
本
蜜
）

景
（
油
聾
）

集室習

内

同

作

同

゜
君

同

山

小

屋

同

習

作

同

長
坂
梅
澤
松
本
後
藤
國
領
荒
開
佐
藤
三
柄
洞
水

昌
祐
文
雄
文
融

陽
雄
一
雄
磐
祐
頴
義
紐
郎
芳

一

永
田

習習習

作
（
日
本
盟
）

作
（
油
霊
）

作

同

大
谷
誠
之
助

上

條

雄

也

吉
井
雄
之
介
睛
雪

⑦

研
究
科
修
業
年
限
延
長

昭
和
十
六
年
六
月
、
研
究
科
の
修
業
年
限
二
年
を
三
年
に
延
長
し
た
。

⑧

事
務
官
設
置

昭
和
十
六
年
六
月
一二
十
日
、
文
部
省
直
轄
学
校
職
員
定
員
令
改
正
に
よ
り
本

校
に
事
務
官
一
名
が
骰
か
れ
た
。

⑨

事
務
分
掌
規
程
改
正

昭
和
十
六
年
八
月
、
本
校
事
務
分
掌
規
程
を
改
正
し
、
経
理
課
の
名
称
を
廃

止
し
、
庶
務
掛
お
よ
び
会
計
掛
を
そ
れ
ぞ
れ
庶
務
課
、
会
計
課
と
し
、
従
前
の

教
務
課
中
の
教
務
掛
、
生
徒
掛
を
そ
れ
ぞ
れ
教
務
課
、
生
徒
課
と
し
、
文
庫
課

の
図
書
掛
お
よ
び
標
本
掛
の
区
別
を
撤
廃
し
、
時
勢
の
必
要
に
応
じ
各
課
所
管

事
務
を
増
補
し
た
。

⑩

修
業
年
限
臨
時
短
縮

昭
和
十
六
年
十
月
十
六
日
、
勅
令
に
よ
り
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
修
業
年

限
を
六
カ
月
以
内
短
縮
し
う
る
と
い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
十
六
年
度
は
三
カ

月
短
縮
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の

た
め
、
既
述
の
よ
う
に
木
校
で
も
翌
十
七

1
6
.
1
1
1
7
.
3

蒔
絵
吉
祥
模
様

2
個

東

京

市

長

大
久
保
勇
次
郎

飾
笞
（
三
笠
宮

御
慶
事
奉
祝
献

上
品
）

図
案
森
田

日
本
製
鉄
株
式

16
.
1
1
1
7
.
3

発

章

250
個

製
作
佐
藤
省
吾

会
社

功

章

250
個

労 明

武

六
角
紫
水
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第
二
條
本
園
ハ
駆
行
一
如
ノ
理
想
ノ
下
二
皇
國
臣
民
ト
シ
テ
負
荷
ノ
大
任

目
的

一
堪
フ
ベ
キ
人
物
ヲ
錬
成
、
ソ
以
テ
校
風
ノ
維
持
装
揚
二
資
ス
ル
ヲ

第
四
條

本
園
ハ
東
京
美
術
學
校
報
図
園
卜
稲
ス

年
一二
月
卒
業
予
定
者
の
卒
業
式
が
年
内
の
十
二
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。

校
友
会
解
散
・
報
国
団
結
成

『
団
報
』
第
一
号
（
昭
和
十
六
年
九
月
一二
十
日
。
東
京
美
術
学
校
報
国
団
）
に
次

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

東
京
美
術
學
校
報
國
園
の
結
園

昭
和
十
六
年
二
月
十

一
日
紀
元
節
の
佳
節
を
卜
し
、

吾
が
報
國
園
は
式
典

後
華
々
し
く
澤
田
〔
涸
一
〕
園
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
結
園
さ
れ
次
で
そ
の
規

則
が
成
立
し
、
役
員
が
任
命
さ
れ
て
妓
に
目
出
度
く
報
國
圃
が
結
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

抑
大
學
専
門
學
校
及
び
中
等
學
校
職
員
生
徒
は
各
學
校
に
あ
っ
て
そ
れ

ぐ
の
校
友
會
の
名
の
下
に
詈
自
の
會
を
組
織
し
て
、
戦
時
棚
制
に
即
應
し

っ
4
あ
っ
た
が
、
文
部
常
局
の
方
針
の
下
に
全
國
的
同
一
組
織
機
描
の
下
に

結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
々
東
京
美
術
學
校
に
於
て
は
、
特
色
あ
る
職
域

に
邁
往
す
べ
く
全
員
の
奉
仕
的
糀
神
は
日
増
宜
行
に
移
さ
れ
つ
4

あ
っ
て
賂

来
の
猿
展
期
し
て
佼
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ
の
規
則
と
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
報
國
園
規
則

名
稲

第
一
條

⑪
 

役
員

組
織

第
三
條

〔本
〕

駆
校
長
之
二
常
リ
木
園
ヲ
統
轄
｀
ン
役
員
ヲ
任
免
ス

〔左
〕

本
園

二
式
ノ
役
員
ヲ
置
ク

一
、
圃
長

各
郡
ハ

必
要
二
應
ジ
更
二
之
ヲ
班
二
分
ッ
コ
ト
ヲ
得

ス 本
圃
ハ
東
京
美
術
學
校
職
員
及
生
徒
ヲ
以
テ
園
員
ト
ス

本
園
二
左
ノ
各
部
ヲ
附
ク

一
、
総
務
郡

縮
務
郡
ハ
本
園
ノ
使
命
タ
ル
校
風
作
興
、
風
尚
刷
新
ノ
中
心
ト

ナ

リ
各
郡
ノ
事
業
二
闊
、
ン
企
霊
統
制
ヲ
為
ス
ノ
外
全
般
的
施
設
並
ニ

事
業
及
他
部
二
蜀
セ
ザ
ル
施
設
並
二
事
業
ヲ
行
フ

総
務
部
ハ
本
圃
ノ
庶
務
及
會
計
ノ
事
務
ヲ
掌
ル

〔
鍛
錬
〕

二
、
錬
鍛
部

〔鍛
錬〕

錬
鍛
部
ハ
剛
健
旅
行
、
武
道
及
各
種
ノ
棚
育
運
動
ヲ
行
フ

三
、
國
防
訓
練
部

國
防
訓
練
部
ハ
射
撃
、
馬
術
、
海
事
訓
練
、
防
空
訓
練
、
滑
空
訓

練
、
自
動
車
及
航
空
機
操
縦
等
ノ
図
防
的
訓
練
ヲ
行
フ

四
、
文
化
部

文
化
郡
ハ
興
亜
研
究
、
文
學
、
音
楽
、
技
藍
、
作
法
等
ヲ
行
フ

五
、
生
活
郡

生
活
部
ハ
保
健
、
共
消
、
學
費
、
宿
所
等
ニ
ッ
キ
指
導
斡
旋
ヲ
為

目
的
ト
ス

853 第1節 昭和 16年


